
て
、
民
宗
東
慌
に
図
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ジ

湾
方
寺

邸
主
郡
山
谷
内
に
在

っ
て
、
-
出
宗
京
振
に
毘
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
ホ
ウ
マ
ル
常
盟
九

弘
化
元
年
進
水
し

た
加
賀
山
掃
の
御
手
防
で
、
そ
の
迩
用
を
銭
屋
五
兵
衛

に
委
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
弘
化
五
年
〈
諸
永
元
)
二

月
廿
五
日
紡
印
刷
孫
六
之
に
采
組
み
、
越
向
吉
久
の
倉

町
か
ら
大
坂
に
輸
出
す
る
務
米
千
一
生
白
石
を
政
絞

L
、
協
日
能
驚
の
小
木
を
渡
し
た
が
、
三
月
朔
臼
融

剛
仰
の
抽
出
揃
に
来
上
げ
て
沈
設
し
た
。

シ
ョ
ウ
ホ
ウ
ラ
イ
小
蓬
莱
能
授
を
い
ふ
。
陸

啓
司
到
三
州
志
衆
国
間
刷
円
ん
に
、『
此
凶
総
て
山
携
の
渋
鬼

工
刺
殺
に
し
て
、
内
外
陰
陽
の
奇
観
大
に
飾
る
。
放

に
古
来
能
驚
の
人
の
口
碑
に
小
蓬
誌
と
い
ふ
。
新
訓

白
石
の
紳
訟
に
は
、
院
絡
先
生
の
一一吉を
引
い
て
、
慈

京
十
洲
中
の
珠
洲
は
口
昌
也
と
紋
す
。
憾
ら
〈
は
U
A
徴

欝
を
恕
げ
ず
。
』
と
記
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
ホ
ン
ジ
常
本
寺

石
川
郡
凶
十
読
に
在

っ
て
、
田
県
宗
策
振
に
邸
す
る
。

シ
ョ
ウ
マ
ン
ガ
イ
ハ
し
ゃ
う
ま
ん
が
岩

石
川

郡
鶴
来
の
山
向
・
に
あ
る
岩
布
で
、
佐
古
し
ゃ
う
ま
ト
ん

大
夫
と
い
ふ
者
が
、
天
か
ら
奥
へ
ら
れ
た
而
を
そ
の

上
に
置
い
た
お
の
名
稽
で
あ
る
と
の
僻
設
が
あ
ろ
。

充
諸
大
夫
と
書
い
た
も
の
も
見
え
る
。

ジ
ヨ
ウ
ξ

上
巳

務
致
の
時
、
三
月
三
日
を
上

巳
の
佳
節
と
し
て
、
家
々
に
多
〈
雌
坦
を
飾
っ
た
。

女
児
生
ま
れ
て
初
め
て
こ
の
節
句
に
曾
す
る
時
は
、

そ
の
母
の
生
家
か
ら
雛
人
形
を
附
ら
れ
る
。
叉
初
節

句
た
る
と
然
ら
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、
三
且
一
日
に
は

必
ず
裂
餅
・妙
米
・一
十
魁
を

m
hd、
三
日
に
は
使
者
を

遊
ば
し
て
説
締
を
述
べ
し
め
る
。
雛
刷
出
は
内
装
雛
以

下
麓
々
の
人
形
を
誼
き
、
御
厨
子
黒
棚
・
貝
桶
等
を

飾
り
、
膳
町
田
に
視
の
汁
を
用
ひ
、
桃
・柳
・
彬
等
を
締

ジ
ヨ
ウ
Z
ヨ
ウ
ジ

海
明
寺

以
来
郡
輪
島
の
翰

島
尚
に
在
っ
て
、
国
関
宗
東
一
献
に
関
す
る
。
初
め
阿
部

縄
文
に
創
立
し
、
市
山
治
=
一
即
時
今
の
地
に
移
っ
た
と
い

ふ
。
能
由
貿
名
跡
芯
に
、『一

向
宗
、
繭
川
一
〈
以
来
町
・河

シ
ョ
ウ
Z
ヨ
ウ
イ
ン

稿
名
院

金
抑
野
川
寺
町

南
土
宗
開
閉
安
寺
の
寺
巾
で
あ
っ
た
。
平
保
の
頃
ま
で

は
確
か
に
存
在
し
た
が
、
そ
の
後
回
開
寺
と
た
っ
た
。

シ
ョ
ウ
Z
ヨ
ウ
ジ

稿
名
寺
町
泊
榔
深
間
に
あ

っ
て
、
由
民
宗
取
涯
に
印
刷
す
る
。
も
と
本
加
畑
地
山
附
に
日

た
か
ら
、
mm
附
棋
名
寺
と
も
い
ふ
。

シ
ョ
ウ
Z
ヨ
ウ
ジ
稲
名
寺

能
史
郎
小
松
西
町

に
あ
っ
て
、
国民国間
東一
恢
に
印
刷
す
る
。
も
と
岡
山
赤
訓

村
に
民
た
が
、
寛
永
以
除
小
松
に
務
っ
た
と
い
ふ
。

シ
ョ
ウ

Z
ヨ
ウ
ジ
正
明
寺

羽
同
部
八
野
に
在

っ
て
、
同
県
宗
一
取
扱
に
邸
す
る
。

シ
ョ
ウ
Z
ヨ
ウ
ジ

照
明
寺

湖
同
郷
徳
川
に
在

っ
て
‘
-
叫
宗
京
一
献
に
邸
す
る
。

ジ
ヨ
ウ

Z
ヨ
ウ
ジ

静
明
寺

合
限
前
木
町
に
在

っ
て
、
守
長
山
と
批
L
、
日
活
宗
に
関
す
る
。
町
民
長

イ
七
年
日
術
地
官
八
坂
に
防
は
り
、
h
r
保
九
年
八
代

日
修
の
時
今
の
地
に
移
っ
た
。

日
術
は
初
め
越
市
高

間
本
陽
寺
に
住
し
、
抑
明
院
と
務
し
た
が
、
前
川
利

長
及
び
玉
栄
悦
夫
人
命
じ
て
公
女
迩
成
院
の
汗
提
寺

と
し
、
寺
地
を
金
抑
怖
に
奥
へ
ら
れ
る
に
担
っ
た
の
で

あ
る
。

花
と
す
る
。
こ
の
日
男
児
は
、
女
児
の
あ
る
家
に
京

っ
て
、
そ
の
雛
附
を
見
ん
こ
と
所
抑
制
し
、
若
し
担

絶
せ
ら
れ
る
時
は
、『
ひ
ん
な
ち
ょ
っ
こ
し
べ
こ
ベ
こ

し
よ
う
。
見
て
も
見
い
で
も
土
び
ん
た
。
聞
の
禿
げ

た
内
袈
抗
、
尻
の
腐
っ
た
恕
出
須
抑
制
。
』
と
瑚
っ
て
去

る
も
の
が
あ
っ
た
。
文
こ
の
日
城
内
で
年
中
市
中
及
び

奥
向
続
人
の
主
な
る
も
の
は
桃
色
の
も
の
府
活
用
し

た。

引
町
)
に
て
六
ぷ
寸
。
巾
ー
に
も
探
明
寺
は
山
岸
と
い
ふ

に
在

h
て
、
東
方
の
院
家
に
て
大
寺
也
。
』
と
記
す
る

が
、
待
問
寺
は
陶
町
の
う
ち
で
も
な
ぐ
、
山
岸
で
も

な
い
。シ
ョ
ウ
ミ
ヨ
ウ
ジ
リ
ヨ
ウ
縞
名
寺
領

武

政

金

保
椛
名
苛
簡
に
能
楽
抑
制
出
郷
門
が
あ
り
、
点
和
四

年
:
永-
利
一
川
年
・
股
間
二
年
・
永
徳
一
冗
年
の
開
聞
係
文
岱

が
あ
る
。

ジ
ヨ
ウ
メ
ン
上
完

結
併
以
下
平
士
(
組
外
者

除
〈
〉
ま
で
の
知
行
間
山
よ
り
牧
納
す
る
平
均
犯
は
、

加
州
知
三
ッ
六
歩
、
能
越
知
凶
ッ
一
歩
で
あ
る
が
、

年
士
た
る
組
外
、
平
U

古
前
た
る
奥
力

-m者
・
問問者
・

訪
中
で
矧
・
茶
堂
開
等
は
加
州
知
三
ッ
一
台
歩
、
能
越
知

四
分
で
あ
る
。
こ
の
前
者
脅
上
先
、
後
半
H
を
下
犯
と

い
ふ
。
歩

-m匠
・
開
封
用
者
・料
理
人
・
細
工
者
・
大
工

等
に
し
て
知
行
今
一
受
け
る
も
の
も
下
判
別
で
あ
る
。
典

力
の
中
山
市
親
附
拠
力
は
、
中
市
凱
か
ら
知
行
青
奥

へ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
‘
奥
力
は
下
犯
で
受
け
て
、

抽
出
除
一
歩
犯
の
定
紋
と
之
に
封
す
る
日
米
は
得
税
の

'

所
得
に
な
る
。
秘
山
門
般
人
〉
一条
及
び
多
賀
家
の
問
心

も
、
俗
説
附
奥
力
と
同
じ
い
。
お
鋭
附
な
ら
ざ
る
奥

力
も
閲
よ
り
下
犯
の
知
行
を
受
け
た
。

ジ
ヨ
ウ
メ
ン
定
克
前
倒
利
治
の
凶
作
法
施
行

以
後
は
、
年
々
の
問
凶
に
よ
っ
て
釈
翠
を
上
下
す
る

検
査
法
を
厳
し
、

一
村
を
迦
じ
て
抱
相
を
一
定
せ
し

め
、
永
久
之
を
使
じ
な
い
こ
と
に
し
た
。
定
抱
と
は

こ
れ
で
あ
る
。
草
高
に
定
犯
を
来
じ
た
る
も
の
は
定

納
で
、
百
姓
の
滞
侠
又
は
掛
川
の
給
人
に
上
納
す
べ
き

刺
績
に
な
る
。
例
へ
ば
犯
四
ッ
丸
歩
の
村
の
草
高
百

石
は
定
納
四
十
九
石
で
、
百
姓
は
川
町
年
に
災
牧
入
を

府
す
が
、
凶
年
に
も
こ
の
矧
を
上
納
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
し
か
し
、
甚
だ
し
い
不
作
に
は
一
作
用
鎗
泌
を

定
め
て
償
年
限
り
定
納
額
を
滅
犯
し
、
叉
軒
聞
の
揚

吋 シ
ョ
ウ
モ
ン
ツ
ケ
h
y
チ
ユ
ウ
カ
イ
シ
ョ
ウ

蕉
門

附
句
法
解
抄

二
加
。
金
保
の
制
人
袋
水
の
活
で
、

前
に
は
十
三
興
と
姐
し
た
も
の
。
年
不
旅
大
間
以
椛
毘

忠
兵
衛
板
。

f
v
ジ
ユ
ウ
サ

y
キ
ヨ
ウ
十
三
興
。

シ
ョ
ウ
モ
ン
ハ
イ
ダ
ン
ズ
イ
ブ
ン
キ

蕉
門
誹
談

隠
聞
記

側
人
北
枝
の
若
と
せ
ら
れ
る
白
も
の
で
、
天

保
七
缶
の
停
を
も
っ
同
日
降
臨
里
の
三
四
考
中
に
牧

め
ら
れ
る
。
原
文
に

『武
治
文
逝
之
中
或
而
曾
之
始

府
上
之
談
話
任
問
程
ウ
ζ

と
あ
る
。

シ
ョ
ウ
モ
ン
ム
カ
シ
ガ
hm
リ

蕉
門
昔
話
二
加
。

制
人
肌
白
布
。
著
者
の
問
似
へ
た
る
芭
mm
門
人
の
物

訴
を
程
し
、
次
に
此
の
餌
鎌
食

・
江
戸
よ
り
京
都
に

主
れ
る
行
闘
の
句
集
そ
の
他
そ
縦
せ
る
。
序
は
明
利

乙
酉
の
秋
裂
き
夜
中
川
の
法
制
〈
蝶
事
〉
、
及
び
仙
浪

の
w
指
定
庖
に
て
義
太
。
京
稲
屋
治
兵
衛
板
。

シ
ョ
ウ
ヤ
庄
屋

4
ム
ラ
キ
モ
イ
リ
村
肝
照。

ジ
ヨ
ウ
ヤ
マ
城
山

能
美
樹
出
合
部
務
の
花
束

合
に
は
、
地
絡
の
滋
失
に
よ
っ
て
永
A
に
抱
梢
や
減

ず
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
は
、
滞
は
引
P
M

ハ
h
q
え
ギ

米
下
附
叉
は
引
先
斗
泊
米
下
附
の
方
法
に
よ
っ
て
、

給
人
叉
は
百
姓
に
そ
の
敏
倒
を
梢
釘
し
た
。
故
に
給

人
の
所
得
は
、
如
何
な
る
抑
制
合
に
も
時
間
勤
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。

ジ
ヨ
ウ
メ
ン
シ
ン
カ
イ
定
菟
新
開

l
シ
Y
カ

イ

新
開
。

シ
ョ
ウ
モ
ン
イ
チ
ヤ
ヲ
ジ
ユ
ウ
蕉
門

一
夜
口
綬

一
加
。

金
持
の
俳
人
山
崎
水
活
。
安
永
二
年
目若者
主
棋

譜
に
遊
び
、
門
人
の
問
に
陪
じ
て
、
夜
門
の
本
夜
、

古
池
の
お
と
、
制
士
の
後
段
、
片
駄
の
こ
た
へ

、
翁

匂
風
の
か
は
り
臨
す
の
項
目
に
就
い
て
一

A

答
へ
た
蝕

を
載
せ
て
あ
る
。
故
は
吉
浦
梅
畿
税
泊
避
と
あ
る
。

本
態
は
数
次
板
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
安
永
二
年
大

坂
朝
防
備
の
も
の
を
原
本
と
す
る
。

シ
ヨ

四
O
六


